
シ
ヨ
ケ
ン
シ
キ
初
見
式

車
問
間
半
明
倫
堂
に
入
墨

す
る
式
を
い
ふ
。
年
浴
中
以
下
平
士
に
京
る
ま
で
の

嫡
子
・
縞
孫
十
五
歳
に
苧
一
る
時
は
、
疋
且
十
六
日
照

修
と
し
て
扇
子
二
本
入
一
箱
を
持
益
出
校
す
る
を
裂

し
た
。
こ
の
日
感
校
か
ら
白
血
洞
恕
院
掲
示
一
本
を

奥
へ
ら
れ
、教
師
之
を
講
義
し
た
。
服
装
は
嬰
斗
目
・

布
上
下
を
活
用
し
た
。

シ
ヨ
コ
ガ
シ
ラ

諸
小
頭
新
番
小
…臥

・
御
歩
小

頭
・定
番
御
歩
小
頭
・
御
釘
用
者
小
顕
・
御
細
工
者
小

服
・御
射
手
小
蹴
・御
輿
風
小
閉
山
・
御
附
町
小
顕
・三
十

人
小
顕
・御
茶
堂
小
顕
・坊
主
小
蹴
等
を
総
穏
し
て
諾

小
顕
と
い
ひ
、
平
士
の
列
に
準
じ
た
。

ジ
ヨ
ゴ
シ
ユ
ウ
ヨ
ウ
助
語
集
要
十
三
加
。
五

十
川
剛
伯
者
。
お
巻
昌
輿
飯
記
に
、
『
元
政
元
年
十
一

民
式
番

O
御
年
寄
中
席
執
鉱

O
京
都
御
屋
敷
詰
入

O
大
坂
御
屋
政
詰
人

O
三
十
人
組
問
削
(
附
図
、
三

十
人
小

m・2
一十
人
・
御
手
木
之
者

U
O御
茶
法
制

(
附
図
、
御
茶
堂
小
頭
・御
茶
堂
方
坊
宅

U
O坊
主

開
削
(
附
図
、
坊
主
小
顕
・坊
主
〉

シ
ヨ
ヲ

Z

諸

組

務

政
の
時
、
平
士
・平
士
並
・

奥
力
・新
番
・歩
・歩
士
銀
を
総
開
僻
し
て
諸
組
と
い
う

た
。
人
待
も
組
で
は
あ
る
が
、
務
純
と
い
ふ
慌
の
範

附
に
は
加
ら
ぬ
。

シ
ヨ
ナ
モ
ツ
シ
キ

4

品
物
私
記
一
加
。
旧
制
邸
餐

佐
悲
。
此
の
却
は
お
に
食
用
に
供
す
る
烏
紙
魚
誌
の

効
能
と
筈
惑
と
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
寛

文
十
一

年
士
服
に
、
百
武
十
石
組
外
悩
姉
細
部
整
佐

川国凶
十
と
見
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
倒
綱
紀
の

命
に
よ
っ
て
畑
山
じ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ヨ
空
モ
ツ
デ
ン
シ
ン
サ
ン
怠
物
情
信

纂

沼

宣
義
が
前
聞
綱
紀
の
命
に
よ
り
、
食
物
に
供
せ
ら
る

べ
き
動
植
物
一
切
に
抗
き
記
し
た
も
の
。
元
総
八
年

に
成
っ
た
。

シ
ヨ

シ
ヨ
コ
ホ
リ
ウ
チ
ギ
ン
ヌ
シ
ヅ
キ

諸
郡
打
銀
主

付

領
内
各
部
に
賦
課
す
る
設
用
の
キ
任
で
、
御
技

持
人
十
村
の
録
役
で
あ
る
が
、
日間州酬の
内
か
ら
雨
三

人
に
命
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
叉
各
州
州
首
座
の
御
扶
持

人
十
村
一
人
売
に
命
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

シ
ヨ
コ
ホ
リ
ゴ
ヨ
ウ
ト
ウ
ド
リ

諸
郡
御
用
篠
原

殴
作
所
附
図
の
峨
名
で
、
無
役
御
扶
持
人
十
村
の
内

に
砥
い
て
役
所
限
り
に
命
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
或
は

彼
等
の
出
版
に
よ
っ
て
巾
付
け
た
こ
と
も
あ
る
。

シ
ヨ
コ
ホ
リ
パ
ン
ダ
イ

諸
郡
番
代
」
パ

Y
F

イ
番
代
。

シ
ヨ
サ
ツ
ル
イ
コ
ウ

書
札
類
稿

引

凶
加
。
前

回
制
紀
が
闘
部
の
探
訪
に
関
し
て
諸
家
と
往
復
し
た

鶴
間
を
氾
鈍
し
た
'も
の
で
あ
る
。

シ
ヨ
ジ
キ
ホ
ン
諸
事
起
本

一
加
。
加
賀
務
に

於
け
る
役
儀
そ
の
他
諾
駅
の
起
訴
を
記
し
、
経
米
に

地
型
的
統
語
を
も
附
す
る
。
凶
邸
邑
披
問
答
の
奴
誌

で
あ
ら
う
。

シ
ヨ
シ
ケ
イ
ズ
チ
ョ
ウ

諸
士
菜
園
帳

i
ケ
イ

ズ
チ
ョ
ウ
系
刷
帳
。

シ
ヨ
シ
ケ
イ
フ
諸
士
系
譜

(
一
)
加
鴎
諮
士
系

納
ー
一
一
一
加
。
延
亭
四
年
の
務
士
系
刷
帳
及
び
前
来
の

諸
士
由
緒
帳
を
参
考
し
、
各
家
本
来
牒
械
を
一
系
に

且
一
日
内
々
五
十
川
倒
的
依
ν

仰
編
柿
娯
楽
文
舛
之

内
、
助
術
的
組
問
世
一
部
十
三
班
頃
日
成
v

功
、
依
ν
之
今

日
間
=
上
部
一
附
-
-
拠
村
凶
幡
-
泌
早川m
之
-
』
と
あ
る
も

の
で
あ
る
。

侃
し
閉
山
楽
文
併
は
完
成
す
る
に
京
ら
な

か
っ
た
。

ジ
ヨ
ゴ
シ
ン
シ
ョ
ウ
助
語
審
家
三
加
。
三
宅

福
間
若
。
秘
文
の
助
字
の
使
用
法
青
説
明
し
た
も
の

で
、
邦
文
を
以
て
怨
い
て
あ
る
。
程
前
に
揃
間
三
宅

先
生
ロ
授
、
門
人
製
品
定
・三
上
梓
・宮
永
日
銀
録
と

あ
る
。

四

O

し
て
恕
縦
し
て
あ
る
。
類
本
撤
廃
あ
る
が
大
同
小
異

一
の
倣
伴
に
備
へ
し
め
た
。
是
に
於
い
て
十
大
夫
あ
つ

で
、
皆
加
総
務
に
仕
へ
た
も
の
を
元
組
と
し
、
そ
れ

一
た
が
、
そ
の
後
院
長
四
年
奥
村
永
制
退
老
L
、
木
村

よ
り
以
前
の
期
間
は
市
字
の
下
に
分
散
と
し
て
あ
る
。

一
政
行
事

L
、
λ
年
前
出
定
古
車

L
、
イ
年
村
訓
長
級

こ
の
系
糾
は
組
外
以
上
の
も
の
L
み
で
、
そ
の
他
は

一
卒
し
、
十
九
年
中
川
光
一
軍
卒
し
、
元
利
元
年
間
六
月

奥
ら
ぬ
。

一
十
九
日
新
た
に
本
多
安
民
政
買
を
安
房
守
に
、

続
山

門
二
〉
諦
士
系
梢
訪
問
本

l
二
f
加
。
禅
問
信
成
者
。

一
山
城
長
知
を
山
城
守
に
任
じ
、
二
年
篠
原
一
孝
卒
L
、

天
明
の
奥
部
あ
る
諾
士
系
糾
に
廿
挫
づ
き
、
そ
の
末
を
一
六
年
奥
村
策
明
率

L
、
究
永
二
年
富
田
軍
政
〈
話
時

天
保
頃
ま
で
磁
縞
ぎ
、
又
は
新
仕
の
"
北
青
山
加
へ
た

一
越
後
守
〉
卒
し
、
六
年
前
谷
守
孝
ハ
岱
時
丹
波
町
可
)卒

も
の
。

一
L
、
正
保
三
年
城
山
長
知
率
し
、
四
年
本
多
政
璽
の

〈
=
一
〉
金
税
関
問
例
制

l
u
川
m
m
N
の
討
に
金
滞
閣
臣

一
卒
す
る
に
及
び
、
(
附
聞
の
卒
去
年
且
日
不
明
U

、
金

制
訓
班
十
容
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
結
殺
到
三
州
芯
に

一
〈
叙
府
間
の
患
を
有
せ
ざ
る
に
来
っ
た
。
然
る
に
一川
酔

散
見
す
る
が
、
到
に
併
は
ら
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

一
四
年
十
二
且
世
六
日
ま
た
一
一
人
の
叙
偲
を
許
さ
れ
、

シ
ヨ
シ
ハ
ラ
所
司
原

刑
制
咋
部
品
矧
院
内
管
原

一
本
多
安
房
政
長
を
安
房
守
、
前
削
佐
渡
孝
貞
を
佐
神
山

肢

に

在

る

部

前

。

一

守

(

後

駿

河

{

寸

)

と

抑

制

せ

し

め

、
同
時
に
老
巾
牧
野

シ
ヨ
シ
ポ
ウ
カ
ロ
ヲ

諸
士
亡
家
録
換
品
某
"
者
。

一
成
貞
は
、
綜
府
が
加
賀
滞
の
諸
大
夫
を
四
人
に
埼
加

加
約
一
滞
防
士
の
大
身
小
身
に
よ
ら
ず
家
系
断
創
世
叉
は
一
す
る
の
持
あ
る
こ
と
そ
告
げ
た
か
ら
、
綱
紀
は
後
そ

家
政
喪
失
し
た
る
者
を
、
記
録
に
徴
し
て
時
代
聞
に

一
の
前
約
の
印
刷
行
を
求
め
た
に
、
入
年
十
二
且
十
二
日

記
し
て
あ
る
。
古
〈
は
山
田
長
中
に
初
り
、
漸
次
都
綴

一
一
人
を
喝
し
て
、
長
九
郎
左
衛
門
肉
池
を
大
制
守
と

ぎ
て
近
代
に
及
ぶ
。

一
し
、
十
五
年
四
且
廿
六
日
徳
川
綱
吉
の
本
郷
邸
に
臨

ジ
ヨ
シ
ヤ
ヲ
叙
情
肘

叙
院
と
は
武
家
に
し
て
朝

一
む
に
先
だ
ち
、
叙
院
の
臣
を
四
人
た
ら
し
め
る
こ
と

院
の
官
位
荷
受
け
る
こ
と
を
い
ひ
、
そ
の
従
五
位
下

一
を
命
じ
た
。

円程
よ
b
先
、
本
多
政
長
と
前
回
世a
貞
と

に
叙
せ
ら
れ
た
も
の
や
一
務
大
夫
と
い
う
た
。
前
田
氏
一
は
共
に
退
老
し
た
か
ら
、
綱
紀
は
向
辿
の
外
に
四
且

の
庖
似
に
し
て
務
大
夫
と
な
っ
た
も
の
は
、
利
家
の

一
朔
日
本
多
宅
殿
政
敏
を
安
閉
山
守
に
、
同
且
廿
五
目
前

安
誌
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
、
天
正
イ
九
年
六
且
十
四
日

一
回
前
腕
直
墜
を
近
江
守
に
、
円制
山
左
術
門
任
風
を
山

村
井
叉
兵
衛
長
翻
を
附
背
後
守
、
篠
原
勘
六
一
孝
を
出
一
一
誠
守
と
し
た
。
爾
後
叙
侶
の
毘
四
人
あ
る
こ
と
加
賀

須
守
に
任
じ
た
を
初
と
し
、
文
献
三
年
四
且
八
日
間
一
滞
の
市
制
と
な
り
、
入
家
の
う
ち
か
ら
代
る
々
々
任

回
努
吉
が
利
家
の
邸
に
臨
ん
だ
際
、
商
品
総
部
定

一
ぜ
ら
れ
た
。
み
の
凶
守
鋭
は
、
本
多
氏
は
安
同
守
が

吉
を
石
見
守
、
巾
川
阿
川
六
郎
光
援
を
武
抑
制
守
と
し
、

一
多
〈
、
刷
防
守
叉
は
指
彪
守
も
あ
り
、
桜
山
氏
は
山

型
年
三
月
拠
村
助
右
術
門
永
前
也
管
伊
抽
出
守
、
制
谷
左

一
一
概
守
が
多
く
、
大
和
守
も
あ
り
、
長
氏
は
大
問
守
が

近
守
孝
宇
一億
郡
守
と
し
、
医
長
元
年
九
且
二
日
奥
村
一
多
〈
、
甲
斐
守
も
あ
り
、
村
井
氏
で
叙
回
し
た
も
の

織
部
策
明
を
河
内
守
に
、
沼
田
大
炊
一
政
政
そ
下
野
守
一
一
は
悉
〈
獄
後
守
で
あ
り
、前
回
氏
は
土
佐
守
が
多
〈
、

に
、木
村
三
郎
兵
衛
白
川
行
を
土
佐
守
に
、凶
凶
源
太
左
一
近
江
守
も
あ
り
、
他
の
前
旧
氏
は
駿
河
守
と
楽
作
守

衛
門
某
を
丹
後
守
に
奔
せ
し
め
、
以
て
明
使
沈
惟
政

一
と
が
多
〈
、
樹
脂
守

・
伊
勢
守
も
あ
り
、
奥
村
氏
は


